
３つのポリシー 
 

ディプロマポリシー 

東京福祉専門学校は、福祉・医療・保育業界で活躍できるマインド（身構え・気構え・心構え）・知識・技術・

キャリア開発に対する向上心を持った人材を養成し、社会に送り出します。卒業までに身につけるべき資質を

以下に示します。 

 

１．学内における様々な教育プログラムを通じて社会人基礎力が培われており、 

問題解決思考や主体的に取り組む姿勢を備えている。 

２. 各分野で必要とされる知識・技能を身につけており、国家資格等を取得することができる。 

３．業界の動向や変化に柔軟に対応し、知識・技術面において継続的にキャリア開発をしつづけている。 

４．他者や異文化に対する理解を深め、自らの見識と広い視野を備えた国際感覚を身につけている。 

 

カリキュラムポリシー 

ディプロマポリシーと「建学の理念」「４つの信頼」を実現するために、「専門職業教育」と「キャリア教育」

を体系的に一体化した職業人教育のカリキュラムと、国際教育のプログラムを提供します。 

プログラムの柱とするものを以下に示します。 

 

１．福祉・医療・保育業界との連携による現場実習や体験型学習を重視したカリキュラムを提供します。 

２．入学者一人ひとりの人間的成長とキャリア設計を支援するための自立教育とキャリア教育を提供します。 

３．目指す職種に必要とされる知識・技術を身につけ、国家資格等を取得するとともに、 

卒業後のキャリア開発への向上心を持続するために、基礎学力の向上を図るプログラムを提供します。 

４．自ら考え自ら学習する力を養うために、アクティブラーニング・ＩＣＴを活用したプログラムを 

提供します。 

５．社会のグローバル化に対応するための国際人としての基礎プログラムを提供します 

 

アドミッションポリシー 

建学の理念（実学教育・人間教育・国際教育）に共感できる入学者を国内、国外問わず受け入れます。 

本校で学ぶことを強く望み、学習意欲が旺盛であり、チャレンジ精神を持って将来、福祉・医療・保育業界で

活躍したいと考えている人物を受け入れます。 

 

１．挨拶を大切にし他者と協調・協働する姿勢のある人 

２．福祉・医療・保育業界で、専門職業人として社会に貢献するという明確な将来像と向上心を持つ人 

３．自ら主体的に学ぶ姿勢を持ち、自己の課題を発見し解決するためのキャリア意識を備えた人 

 


